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筆者は，1974（昭和 49）年 4月，東京都心身障害者福祉センター（幼児科）に，その後 1977（昭和 52）年 4月，岩手大
学教育学部に赴任いたしました。
以来，35 年にわたり，岩手を中心に教育，福祉や保健の方々との連携を軸に，関係するたくさんの方々のお力添えを戴き
ながら教育，研究に携わってまいりました。
本小誌は，2012（平成 24）年 3月，国立大学法人岩手大学定年退職を迎えるにあたり，これまでの歩みの一端を，「特別
支援発達心理学の一探究 ～よりよい理解と支援をめざして～ “Walk beside with love and peace and truth”」と題してま
とめたものです。

論文・論稿の主な内容は，次のとおりです。

第１章：「乳幼児の定位─探索活動研究（発生と発達）」

第２章：重度・重複障がい（発達的変容）
家族支援（集団討議形式）研究

第３章：英国の特別ニーズ教育と社会保障の一端

第４章：動植物介在活動研究

第５章：諸論稿
最終講義要録
“デンマークの「ホット」な「風」に魅せられて”
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ジュネーヴ大学（スイス）1997.1 J.ピアジェ教授モニュメントと筆者

国際インクルージョン会長
マンチェスター大学

ピーター・ミットラー教授　1996.7.23

国際行動発達心理学会　1989.7
フィンランドヘルシンキ　ユバスキューラ大学にて：研究者との交流
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ハーモニカでのコラボ・サプライズ演奏　国際行動発達心理学会レセプション
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ロンドン大学教育研究所　1996.11
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故 田中昌人教授との発達ゼミの1コマ　1979.10.20

ポスター発表の合間のフリーディスカッション
ヘルシンキ　ユバスキューラ大学にて1989.7.10

国際コミュニケーション学会　モスクワ大学　1989.9.18
「欠陥学研究所」にて研究交流

ロンドン大学 ブラハム・ノールウイッチ教授と筆者
文部省長期在外研究員

（英国他1996.3~1997.1）1996.11 ノッティンガム大学と市民

エジンバラ大学の仲間とコラボ　'96.10

アーサー・ハラダ教授（チェスター大学）宅にて

ノッティンガム　シェファード　スクールにて　1996.6

エジンバラのある学校
温水プール1996 バーミンガムのある成人通所施設1996 「007」のロケ地でも知られるエジンバラステーションデパートとエジンバラ城



アンデルセン像　2011

デンマーク・コペンハーゲン 2011




